第３部　無機物質
No.8
　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
第３章　遷移元素
第1節　遷移元素の特徴（教Ｐ228～239）
【遷移元素】教P228,229　　　　　　　　　　　　　　　
①単体はすべて（　　　　）で、融点が（　　　）く、密度が（　　　　）い。
②イオンは（　　　）価、（　　　）価の（　　　）イオンが多い。
③溶液は（　　　　）が多く、（　　　　　　）をつくりやすい。

【鉄Fe】教P231,232　 
　　①製法　赤鉄鉱(主成分　　　　　　)などの鉄鉱石を還元する。
【反応式】Fe2O3　＋　3CO　→　2Fe　＋　3CO2
 (
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②反応性　
ⅰ）希硫酸や塩酸と反応し、水素を発生して溶ける
【反応式】
　　　ⅱ）濃硝酸中では（　　　　　）となり、溶けない。
　　③FeとCrおよびNiの合金は（　　　　　　　　）とよばれる。流し台、包丁

【酸化鉄(Ⅲ)Fe2O3】教P231
　　（　　　　）色酸化鉄(Ⅲ)Fe2O3は、べんがらとよばれ、顔料に使用される。

	【Fe2＋, Fe3＋水溶液の反応】
教P232
	NaOHaq
	K4[Fe(CN)6]aq
	K3[Fe(CN)6]aq
	KSCNaq

	Fe2＋
(FeSO4aq 淡緑色)
	
	
	
	

	Fe3＋
(FeCl3aq　黄褐色)
	
	
	
	



【銅Cu】教P234
　　①（　　　）性・（　　　）性に富み、（　　　　）や
（　　　）伝導性が良い。
　　②黄銅鉱CuFeS2等から取り出される。取り出された粗銅は硫酸銅(Ⅱ)水溶液の電気分解により精製する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　③塩酸や希硫酸とは反応しないが、酸化作用の強い（　　　　　　　）、（　　　　　　　）、（　　　　　　）とは反応して溶ける。
【酸化銅(Ⅱ)CuO】教P234
　　　銅を熱すると黒色の（　　　　　　　　　）を生じ、1000℃以上の高温では赤色の
　　（　　　　　　　　　　）になる。　

【硫酸銅(Ⅱ)五水和物CuSO4・5H2O】教P234
　　　青色結晶で、熱すると水和水を失って（　　　）色粉末状の硫酸銅(Ⅱ)無水物CuSO4ができる。水を吸収すると再び青色になるため、（　　　）の検出に使われる。

【銅イオンCu2＋の反応】教P235
　　①Cu2＋を含む水溶液に、水酸化ナトリウム水溶液、または少量のアンモニア水を加えると沈殿が生じる。
【反応式】
　　②水酸化銅(Ⅱ)の沈殿は、アンモニア水をさらに加えると溶ける。
【反応式】














 (
Check!!
　理解できたものに□にﾁｪｯｸ
✔
をつけよう。
□　
錯イオンは、中心の金属陽イオンに配位子（分子やイオン）が配位結合してできたものである。
□　
Fe
は濃硝酸には不動態となり、反応しない。
□　
Fe
2
＋
、
Fe
3
＋
は塩基（
NH
3
aq
や
NaOHaq
）を加えると沈殿
Fe(OH)
2
、
Fe(OH)
3
が
生じ、過剰に加えても溶けない。
□　
Cu
は酸化力の強い硝酸や熱濃硫酸に溶ける。
□　
Cu
2
＋
は塩基（
NH
3
aq
や
NaOHaq
）を加えると青白色沈殿
Cu(OH)
2
が生じ、過剰の
NH
3
aq
を加えると、深青色溶液
[Cu(NH
3
)
4
]
2
＋
となって溶ける。
□　
Cu
2
＋
を含む水溶液に
H2S
を通じると黒色沈殿
CuS
が生じる。
)










　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
第３章　遷移元素
第1節　遷移元素の特徴（教Ｐ228～239）
【遷移元素】教P228,229　　　　　　　　　　　　　　　
①単体はすべて（　金属　）で、融点が（　高　）く、密度が（　大き　）い。
②イオンは（　2　）価、（　3　）価の（　陽　）イオンが多い。
③溶液は（　有色　）が多く、（　錯イオン　）をつくりやすい。

【鉄Fe】教P231,232　融解した銑鉄(C 約4%)に酸素を吹き込むと鋼(C 0.02～2%)になる。
　　①製法　赤鉄鉱(主成分　Fe2O3　)などの鉄鉱石を還元する。
【反応式】Fe2O3　＋　3CO　→　2Fe　＋　3CO2
 (
鉄鉱石
Fe
2
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3
Fe
（銑鉄）
コークス
石灰石
転炉へ
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（鋼）
)

②反応性　
ⅰ）希硫酸や塩酸と反応し、水素を発生して溶ける
【反応式】Fe　＋　H2SO4　→　FeSO4　＋　H2
　　　ⅱ）濃硝酸中では（　不動態　）となり、溶けない。
　　③FeとCrおよびNiの合金は（　ステンレス鋼　）とよばれる。流し台、包丁

【酸化鉄(Ⅲ)Fe2O3】教P231
　　（　赤褐　）色酸化鉄(Ⅲ)Fe2O3は、べんがらとよばれ、顔料に使用される。

	【Fe2＋, Fe3＋水溶液の反応】
教P232
	NaOHaq
	K4[Fe(CN)6]aq
	K3[Fe(CN)6]aq
	KSCNaq

	Fe2＋
(FeSO4aq 淡緑色)
	Fe(OH)2
緑白色沈澱
	青白色沈澱
	濃青色沈澱
	変化なし

	Fe3＋
(FeCl3aq　黄褐色)
	Fe(OH)3
赤褐色沈澱
	濃青色沈澱
	暗褐色溶液
	血赤色溶液
[FeSCN]2＋



【銅Cu】教P234
　　①（　展　）性・（　延　）性に富み、（　電気　）や
（　熱　）伝導性が良い。
　　②黄銅鉱CuFeS2等から取り出される。取り出された粗銅は硫酸銅(Ⅱ)水溶液の電気分解により精製する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　③塩酸や希硫酸とは反応しないが、酸化作用の強い（　希硝酸　　　）、（　濃硝酸　　　）、（　熱濃硫酸　）とは反応して溶ける。
【酸化銅(Ⅱ)CuO】教P234
　　　銅を熱すると黒色の（　酸化銅(Ⅱ)CuO　）を生じ、1000℃以上の高温では赤色の
　　（　酸化銅(Ⅰ)Cu2O　）になる。　いずれも水に溶けにくい。

【硫酸銅(Ⅱ)五水和物CuSO4・5H2O】教P234
　　　青色結晶で、熱すると水和水を失って（　白　）色粉末状の硫酸銅(Ⅱ)無水物CuSO4ができる。水を吸収すると再び青色になるため、（　水　）の検出に使われる。

【銅イオンCu2＋の反応】教P235
　　①Cu2＋を含む水溶液に、水酸化ナトリウム水溶液、または少量のアンモニア水を加えると沈殿が生じる。
【反応式】Cu2＋　＋　2OH－　→　Cu(OH)2↓青白色沈殿
　　②水酸化銅(Ⅱ)の沈殿は、アンモニア水をさらに加えると溶ける。
【反応式】Cu(OH)2　＋　4NH3　→　[Cu(NH3)4]2＋　＋　2OH－
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Check!!
　理解できたものに□にﾁｪｯｸ
✔
をつけよう。
□　錯イオンは、中心の金属陽イオンに配位子（分子やイオン）が配位結合してできたものである。
□　
Fe
は濃硝酸には不動態となり、反応しない。
□　
Fe
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、
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）を加えると沈殿
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、
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が
生じ、過剰に加えても溶けない。
□　
Cu
は酸化力の強い硝酸や熱濃硫酸に溶ける。
□　
Cu
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＋
は塩基（
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や
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）を加えると青白色沈殿
Cu(OH)
2
が生じ、過剰の
NH
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を加えると、深青色溶液
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)
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となって溶ける。
□　
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を含む水溶液に
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を通じると黒色沈殿
CuS
が生じる。
)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　
